
■
は
じ
め
に

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

私
た
ち
の
住
む
北
海
道
は
冬
期
間
の
暖

房
、
移
動
手
段
と
し
て
自
家
用
車
が
多
い

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、二
酸
化
炭
素
削
減
に

向
け
、二
十
一
世
紀
に
生
き
る
私
た
ち
に

と
っ
て
一
人
一
人
が
真
摯
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
至
上
命

題
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
二
酸
化
炭

素
を
全
く
排
出
し
な
い
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
室
蘭
市
に
お
い
て
は
、
世
界

最
先
端
の
水
素
吸
蔵
合
金
を
研
究
・
製
造

す
る
大
手
企
業
、
副
生
ガ
ス
と
し
て
大
量

の
水
素
が
発
生
さ
せ
て
い
る
製
鉄
所
、
ま

た
石
油
化
学
工
場
で
は
水
素
を
大
量
に
保

有
し
て
い
る
な
ど
、
水
素
関
連
企
業
が
集

積
立
地
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
室
蘭
工
業

大
学
、企
業
、行
政
が
中
心
と
な
っ
て
燃
料

電
池
の
研
究
な
ど
、
水
素
社
会
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
二
月
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
「
環
境
と
交
通
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、
北
海
道
開
発
局
、
室
蘭
地
域
水

素
利
用
タ
ウ
ン
研
究
会
（
産
学
官
民
の
情

報
交
換
会
）
が
主
催
と
な
り
室
蘭
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
先

駆
的
な
事
例
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
同
年
八
月
二
十
三
日
か
ら

十
日
間
の
日
程
で
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
視

察
を
目
的
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
訪
問
し
て
き

ま
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
オ
ス
ロ
を

は
じ
め
、
ベ
ル
ゲ
ン
、
ト
ロ
ン
ハ
イ
ム
、

ス
タ
バ
ン
ゲ
ル
の
四
都
市
を
中
心
に
訪
問

し
、
官
公
庁
、
研
究
所
、
大
学
、
研
究
財

団
、
石
油
会
社
な
ど
で
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
団
は
、
私

の
他
に
三
十
年
近
く
も
水
素
自
動
車
の
研

究
を
し
て
い
る
武
蔵
工
業
大
学
の
中
村
英

夫
学
長
は
じ
め
研
究
ス
タ
ッ
フ
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー
大
使
館
、
日
産
自
動
車
、
岩
谷
産

業
、
ま
た
本
道
の
関
係
と
し
て
寒
地
土
木

研
究
所
の
恒
松
審
議
官
の
十
名
か
ら
構
成

さ
れ
ま
し
た
。

■
ノ
ル
ウ
ェ
ー
概
要

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
国

土
面
積
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
は
北
海

道
よ
り
も
少
な
い
約
四
百
六
十
万
人
。
気

候
は
冷
涼
で
八
月
末
だ
と
い
う
の
に
、
長

袖
で
も
肌
寒
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。

天
然
資
源
及
び
海
洋
資
源
に
恵
ま
れ
た
国

で
す
。
北
海
油
田
の
半
分
近
く
の
権
利
を

有
し
、
開
発
の
始
ま
っ
た
一
九
六
〇
年
代

ご
ろ
か
ら
産
油
国
と
な
り
、
今
で
は
原

油
、
天
然
ガ
ス
の
有
数
の
輸
出
国
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
水
産
業
も
盛
ん
で
あ
り
、
サ

ー
モ
ン
や
サ
バ
に
つ
い
て
は
日
本
に
も
数

多
く
輸
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
訪
問
し
た
四
都
市
は
、
ど
こ
の
ま

ち
も
素
敵
な
港
ま
ち
で
、
ベ
イ
サ
イ
ド
と

市
街
地
が
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
で

言
う
と
こ
ろ
の
臨
港
地
区
に
つ
い
て
も
規

制
が
少
な
い
の
だ
ろ
う
な
と
、
み
な
と
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
に
お
い
て
も
参
考
に
な

る
点
が
多
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
高
福
祉

の
国
で
有
名
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

青
山

剛

室
蘭
水
素
利
用
促
進
市
民
会
議
副
代
表

室
蘭
市
議
会
議
員

ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
け
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
新
事
情

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
視
察
団
と
水
素
自
動
車
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ま
せ
ん
が
、
医
療
費
無
料
に
加
え
、
教
育

費
に
つ
い
て
も
大
学
ま
で
授
業
料
無
料
。

所
得
水
準
も
高
く
、
大
卒
で
約
五
百
万
円

強
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
所
得
税

等
の
税
金
が
三
割
引
か
れ
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
消
費
税
に
つ
い
て
は
二
十
五
㌫
で

物
価
も
と
て
も
高
い
で
す
。
例
え
ば
、
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
約
四
百
円
、
豚
肉
な

ん
か
も
千
円
近
く
、
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
は
二

千
円
が
相
場
、
オ
ス
ロ
の
地
下
鉄
も
初
乗

り
約
四
百
円
。
物
価
は
日
本
の
二
、
三
倍

で
し
た
。

■
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
開
発
と
そ
の

背
景

ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

開
発
に
力
点
を
入
れ
て
い
る
背
景
に
は
、

北
海
油
田
で
生
産
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
の
存

在
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
水
素
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
燃
料
電
池
社
会
に
関
す
る
研
究
は
、

資
源
国
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
即
し
た
開
発
分
野

と
課
題
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
大
学
、
研

究
機
関
、
関
連
企
業
間
の
棲
み
分
け
、
連

携
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
研
究
、
科
学
、

医
学
、
技
術
活
動
の
戦
略
策
定
と
活
動
支

援
を
行
う
政
府
機
関R

esearch
C
ouncil

ofN
orw
ay

（R
C
N

）
が
中
心
と
な
り
、

水
素
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
い
う
戦
略
を
持

ち
、
資
金
援
助
、
国
際
協
力
を
も
念
頭
に

入
れ
た
水
素
研
究
開
発
の
調
整
を
図
っ
て

い
ま
す
。

意
外
で
あ
っ
た
の
は
天
然
ガ
ス
の
国
内

消
費
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
そ
の
大
部
分
は

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
輸
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
国
内
に
お
い
て
利
用
の

高
く
な
い
天
然
ガ
ス
の
水
素
化
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
水
の
電
気
分
解

に
よ
っ
て
水
素
が
製
造
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
電
気
分
解
に
要
す
る
電
力
を
水
力
、

風
力
と
い
っ
た
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
の
効
率
を
高
め
る
研
究
も
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

に
つ
い
て
は
裾
野
が
広
く
、
水
素
の
貯

蔵
、
輸
送
技
術
と
し
て
軽
量
水
素
吸
蔵
合

金
な
ど
の
吸
蔵
物
質
の
開
発
、
水
素
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
爆
破
実
験
、
燃
料
電
池
に
つ

い
て
は
、
希
少
価
値
お
よ
び
コ
ス
ト
の
高

い
白
金
を
使
用
し
な
い
電
極
触
媒
の
研
究

や
劣
化
解
明
の
基
礎
研
究
、
自
動
車
イ
ン

フ
ラ
や
フ
ェ
リ
ー
、
潜
水
艦
と
い
っ
た
船

舶
用
水
素
エ
ン
ジ
ン
の
技
術
開
発
、
水
素

液
化
技
術
開
発
な
ど
、
多
岐
に
渡
っ
て
研

究
、
実
証
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■
水
素
高
速
道
路

運
輸
通
信
省
で
は
、
輸
送
機
関
の
二
酸

化
炭
素
排
出
を
削
減
す
る
た
め
に
、
水
素

燃
料
の
適
用
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
水
素
自
動
車
・
電
気
自
動
車
は
免
税

対
象
で
、
自
動
車
普
及
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
三

年
か
ら
は
、
年
間
約
四
億
円
の
事
業
費
を

か
け
、
水
素
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ノ
ー
ル

（H
ynor

）は
、
そ
の
象
徴
と
な
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
南
部
五
百
八

十
㌔
の
高
速
道
路
に
水
素
供
給
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
既
に
三
カ
所

開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
二
〇
〇
八

年
に
は
二
カ
所
、
二
〇
〇
九
年
に
は
三
カ

所
が
開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
天
然
ガ
ス
か
ら
の

水
素
精
製
、
工
場
か
ら
の
副
生
水
素
、
バ

イ
オ
マ
ス
か
ら
の
水
素
抽
出
と
、
立
地
の

特
異
性
を
生
か
し
水
素
の
生
成
方
法
が
異

な
り
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、
オ
ス
ロ

に
水
素
バ
ス
を
運
行
予
定
、
二
〇
〇
九
年

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
森
林
地
帯

ノルウェーのベイサイド

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
サ
ー
モ
ン
料
理

２７ HOPPOKEN ２００８WINTER VOL．１４２



に
は
、
水
素
自
動
車
等
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

カ
ー
レ
ー
ス
も
展
開
さ
れ
る
計
画
で
す
。

ま
た
隣
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー

ク
で
も
同
様
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お

り
、
三
カ
国
が
連
携
し
た
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
ン
ハ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（SH
H
P

）
も
二
〇
〇
六
年
に
組
織
さ

れ
、
二
〇
一
二
年
ま
で
に
拠
点
ご
と
に
、

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
整
備
さ
れ
る
構
想

の
よ
う
で
す
。

■
ウ
ッ
シ
ー
ラ
島
の
取
り
組
み

燃
料
電
池
の
活
用
は
、
自
動
車
の
み
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
と
し
て
の
定
置
型
燃
料
電
池
の
存
在

も
大
き
い
で
す
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
南
西
部
の

ウ
ッ
シ
ー
ラ
島
と
い
う
離
島
に
二
百
五
十

人
が
居
住
し
て
お
り
、
住
民
は
常
に
強
風

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
に

二
機
の
風
力
発
電
が
建
設
さ
れ
、
風
量
が

豊
富
な
こ
と
か
ら
風
力
発
電
か
ら
の
水
電

解
に
よ
り
水
素
を
製
造
、
貯
蔵
し
、
風
力

不
足
時
に
貯
蔵
し
て
い
た
水
素
を
活
用
し

た
定
置
型
燃
料
電
池
で
発
電
す
る
シ
ス
テ

ム
が
ハ
イ
ド
ロ
社
（H

ydro

）
に
よ
っ
て

実
証
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
素
人
的
に
は
、

風
力
発
電
の
余
剰
電
力
は
、
蓄
電
池
に
蓄

え
る
と
い
い
と
考
え
ま
す
が
、
余
剰
電
力

を
水
電
解
す
る
こ
と
で
水
素
に
変
換
し
た

ほ
う
が
、
効
率
よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
獲
得

で
き
る
よ
う
で
す
。

な
お
、
わ
ず
か
二
百
五
十
人
の
離
島
が

世
界
で
最
初
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の

実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
首
長

の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ

と
も
特
筆
す
べ
き
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。

■
ま
と
め

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
北
海
油
田
か
ら
石

油
、
天
然
ガ
ス
が
産
出
さ
れ
る
資
源
国
の

た
め
に
資
金
的
に
豊
か
で
あ
り
、
そ
れ
を

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
な
ど
次
世
代
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
充
当
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
人
口
も
少
な
く
、
国
と
地

方
の
関
係
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
中
央
省
庁

と
の
意
思
疎
通
・
連
携
が
図
ら
れ
て
お

り
、
国
全
体
の
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
何
よ
り
も
日
本
ほ
ど
水
素
に
対
し
規

制
が
少
な
い
こ
と
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

推
進
さ
れ
て
い
る
成
功
要
因
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中

心
と
し
た
他
国
と
の
連
携
や
協
調
が
カ
ン

フ
ル
剤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
要
因
だ
と
思
い
ま
し
た
。

さ
て
、
二
〇
〇
八
年
に
は
環
境
を
主
要

テ
ー
マ
と
し
た
サ
ミ
ッ
ト
が
洞
爺
湖
を
中

心
と
し
た
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
こ
の
機
会
を
我
が
国
の
環
境
関

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド

水素ステーション
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連
、
と
り
わ
け
水
素
利
用
社
会
の
先
駆
的

な
取
り
組
み
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶

好
の
機
会
と
と
ら
え
て
、
関
係
各
所
で
活

動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
市
民
と

し
て
も
、
こ
の
取
り
組
み
を
自
分
た
ち
の

問
題
と
と
ら
え
て
学
び
、
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
て
い
く
方
策
を
検
討
し
て
い
く
べ

く
、
二
〇
〇
七
年
八
月
に
室
蘭
水
素
利
用

促
進
市
民
会
議
を
立
ち
上
げ
て
、
産
学
官

民
一
体
と
な
っ
て
二
酸
化
炭
素
削
減
に
非

常
に
効
果
の
あ
る
水
素
社
会
実
現
に
向
け

て
歩
み
始
め
ま
し
た
。
前
述
の
通
り
、
室

蘭
に
は
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
形
成
に
向

け
、
素
地
と
な
る
企
業
や
研
究
機
関
が
集

積
し
て
お
り
、
環
境
の
世
紀
と
呼
ば
れ
る

二
十
一
世
紀
の
現
在
に
お
い
て
は
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
武
蔵
工

業
大
学
の
よ
う
な
水
素
自
動
車
の
研
究
機

関
と
室
蘭
市
、
大
学
が
連
携
、
協
調
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
実
例
を
作
り

出
し
て
い
く
こ
と
が
、
市
民
へ
の
ア
ピ
ー

ル
効
果
を
高
め
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

に
向
け
、
強
力
な
牽
引
力
を
伴
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
我
々
市
民
会
議
が
担
う
べ
き

は
、
市
民
に
対
し
、
水
素
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
安
全
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
地

道
な
活
動
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
私
の
ノ

ル
ウ
ェ
ー
報
告
と
室
蘭
工
業
大
学
の
学
生

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
入
門
か
ら
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。

待
っ
た
な
し
の
地
球
環
境
問
題
。
こ
れ

か
ら
、
ど
の
よ
う
に
日
本
国
内
で
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
展
開
し
て
い
く
か
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
に
行
っ
て
希
望
を
も
ら
っ
て
帰

っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

水
素
自
動
車

燃
料
電
池
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